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1. JAWW NGO REPORT for Beijing＋25（日本語版   

2019)〔英語版は Web〕（2019年末に完成予定） 

2. JAWW NGO REPORT for Beijing＋20（英語版 及

び日本語概要 2014） 

3. ミレニアム開発目標1,2,3,7関連 日本の状況 －

第58回国連婦人の地位委員会に向けて（日本語 及

び英語版 2014) 

4. Violence against Women and Girls in Japan: with 

special emphasis on violence against women and 

girls after disaster（英語版 2012) 

5. 日本における農林漁業女性のエンパワーメント   

～東日本大震災・原発被害からの復興と課題～    

－ 第 56 回国連婦人の地位委員会に向けて 

（2011) 

6. 女性と女児の科学教育を完全雇用とディーセン

ト・ワークにつなげる － 第 55 回国連婦人の地

位委員会に向けて（2010、英文サマリー付)  

7. JAPAN NGO REPORT 2009 for Beijing+15（2009) 

8. APWW Chronology （中村道子編集、2009、CD） 

9. ケアにおける女性と男性の協働：HIV／AIDS をめ

ぐるケアを含む － 第 53 回国連婦人の地位委員

会に向けて（2009) 

10. 男女共同参画の推進と女性のエンパワーメントの

ためのお金の流れ（資金調達） － 第52回国連婦

人の地位委員会に向けて（2008、英文サマリー付) 

11. 『女児に対するあらゆる形態の差別と暴力の撤廃』  

（房野桂、田中正子編著、明石書店、2007) 

12. 『ジェンダー平等達成における男性と男児の役割』

（原ひろ子、近江美保、島津美和子編著、明石書店、

2007） 

13. 日本 NGO レポート 2004 － 北京+10 に向けて 

(日本語及び英語版 2004) 
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 ☆ホームページおよび Facebook   

   http://www.jaww.info 
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 ☆問い合わせ・連絡先 
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JAWW (日本女性監視機構)とは 

北京会議以降、女性 2000年会議に向けて「NGOレポ

ートをつくる会」が結成されました。 

同会が解散した後、新たに2001年に設立されたNGO

です。 

 

Ⅰ．目的と事業 

1．「北京行動綱領」と「2000年国連総会（北京+5）成果

文書」などの実施状況について監視し、日本政府に対し

て更なる実施に関する提案をする。  

2．アジア太平洋地域各国における北京行動綱領と成果文

書の実施状況について監視するネットワークである

APWW（Asia Pacific Women’s Watchアジア太平洋女

性監視機構）と連携し、男女平等を基礎とした女性の地

位向上を目指し、国内外で活動する。 

3．前２項を実現するために以下の活動を行う。 

(1)  APWWの運営委員会等に日本代表を送る。   

(2)  日本の現状に関する NGOレポートを作成し,日本

政府、国連等へ提出する。(北京行動綱領の12領

域に JAWW独自の9領域を加えた21領域を設

定） 

(3)  国連の諸会議、特に女性の地位委員会（CSW）に

出席し、後日、報告会を開催し、情報を共有する。 

(4)  政府・自治体・国会・裁判所・政党・関係機関等へ

関連事項の申し入れを行う。 

(5)  以上のための勉強会および情報交換を行う。 

 

Ⅱ．主な活動 

・「国連女性の地位委員会（CSW）日本代表団に NGO 女

性代表を入れることの要望書」を国連 NGO 国内女性委

員会・国際婦人年連絡会・JAWW（以下3NGO）ととも

に日本政府に提出し、実現している。 

・CSWに参加。2009年より、3NGOおよび国連日本政府

代表部との共催（2013までは国連日本政府代表部後援）

で、CSWサイドイベントを開催。 

・CSW 開催前に CSW テーマに関連した勉強会および

「CSW 直前勉強会」、CSW 開催後には「CSW 報告会」

を開催。 

・2005年より、若者のCSW参加のための「若者支援プロ

グラム」を実施し、これまでに 16 名の支援を行ってい

る。また、2016年度より、CSW 参加の若者を支援する

ための「メンター派遣」を実施。 

・「男女共同参画と災害・復興ネットワーク」、「SDGs市民

社会ネットワーク」「女性差別撤廃条約実現アクション」

など、国内外のNGOネットワークと連携した活動。 

＜2019年度＞ 

5月 CSW63 報告会を開催 

6月 2019 年度総会および特別講演「北京＋25シリーズ  

第１弾！政策決定への参画～2015 年以降の日本の

課題、世界の課題〜」を開催。  

 6月 『北京＋25 JAWW NGO レポート』の年度内完成を

目指し、JAWW NGOレポート企画委員会を発足 

  8月 国立女性教育会館主催「男女共同参画推進フォーラ

ム」（NWEC フォーラム）に おいてワークショッ

プ「北京＋25 に向けて  若い世代にどう引き継い

でいくか」を開催。 

＜2018年度＞ 

5月 CSW62 報告会を開催 

6月 2018 年度総会および特別講演「ジェンダー平等 

およびエンパワーメントのための社会政策―半面

教師=アベノミクスの教訓―」を開催。  

8 月 国立女性教育会館主催「男女共同参画推進フォーラ

ム」（NWEC フォーラム）に おいてワークショップ

「セイフティネットをジェンダーの視点から検証

する」を開催。  

10月 CSW63 勉強会シリーズ第1弾「初めての国際会議

－CSWのキホン」を開催。  

12月 CSW63 勉強会シリーズ第2弾「制度のはざまにい

る若年女性は今・・・」を開催。  

3月 CSW63 直前勉強会を開催  

3月 CSW63 およびAPWWの活動に参加。3NGOおよ 

 び国連日本政府代表部との共催でサイドイベント

「女性が自立するための社会保障制度（社会的包

摂）Social Inclusion for Women Being Independent

～A Room of One’s Own in 2019」 を開催。 

  

Ⅲ．北京行動綱領の 12領域（A−L）と 

       JAWW独自の領域（P−X） 

A 女性と貧困 

B 女性の教育と訓練 

C 女性と健康  

D 女性に対する暴力 

E 女性と武力紛争 

F 女性と経済  

G 権力及び意思決定における女性  

H 女性の地位向上のための制度的仕組み 

I 女性の人権  

J 女性とメディア 

K 女性と環境  

L 女児 

 ＜JAWW独自の領域＞ 

P ユース 

Q 女性と労働 

R 移住女性 

S 障がいのある女性 

T 男性・男児の役割 

U 高齢者女性 

V 農山漁村商工女性 

W マイノリティ 

X 防災・減災・復興 

 


